
商業科の勉強内容❸ 「簿記
ぼ き

」 

 

みなさんは「お小遣い帳」をつけたことがありますか？ 

1 か月の入ってきたお金と、出て行ったお金を記録して、あといくらお金が残っているのか

を表にして管理するのがお小遣い帳です。 

お小遣い帳を見れば、「今月あといくらお金が使えるのか」「今月はいくら貯金ができるのか」

「無駄遣いがなかったか」などがすぐにわかりますよね。お金の使い道をしっかり記録して

おくことは、とても重要なことなのです。 

実は、会社も同じように、お金の出入りを記録して計算しています。会社もお小遣い帳をつ

けているのですね。 

 

 

ですが、世の中には数えきれないほどたくさんの会社があります。 

それぞれの会社が、独自のルールや独自の方法でお小遣い帳を書いていたのでは、実際に見

たときに困ってしまいますよね。表に書かれた表現や計算の方法が会社によってバラバラだ

と、正しくお金の状況が判断できません。 

 

 

そこで、「皆さん統一で、〇〇というルールで記録しましょう」「皆さん統一で、△△という

ルールで計算しましょう」などの、皆が共通して使えて、誰が見てもわかる“統一されたル

ール”でお小遣い帳が書いてあればどうでしょう。会社の規模や地域などを問わず、書き方

のルールが統一されていれば、どの会社のお小遣い帳を見ても正しいお金の状況がわかりま

す。 

 

 

この“統一されたルール”を学んでいくのが「簿記」です。 

３年間の商業教育の中心となる科目で、３年間継続的に学習をおこなっていきます。商 


